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2024年1月1日午後4時10分に石川県能登地方の深さ約15kmでマグニチュード7.6（暫定値）の地震が発生し、 

能登地方の広い範囲で震度6弱以上の揺れを観測。 

家屋の倒壊のほか様々な゗ンフラに多くの被害が発生した。 

AMDAは、地震発災直後から情報収集を開始し、2日に調整員2人を現地へ派遣し、石川県での被害状況の調査

と現地関係者との支援に向けた調整を行った。 

活動の記録 

～写真で振り返るAMDA令和6年能登半島地震被災者緊急支援活動～ 

 被災当時の輪島の風景 
 
木造の家屋だけでなく 
コンクリート造の建物なども 
倒壊している様子が見られ 
あちこちの道路が隆起していた 
 
地震の大きさを 
感じずにはいられない 光景 

AMDAの医療支援活動の拠点となった 
輪島市立輪島中学校避難所 
 
厳しい寒さで 
時にはうっすらと積雪が見られる日も 

輪島医療活動拠点本部との調整により、 
輪島市立輪島中学校を拠点に 
医療支援活動をスタート 
約1か月に及ぶ緊急支援活動となった 



活動の記録 ～写真で振り返るAMDA令和6年能登半島地震被災者緊急支援活動～ 
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荷物を積み込み、AMDA本部から輪島へ 
震災による悪路もあって 
移動に長時間かかった 

緊急支援活動中は、避難所の救護所での患者対応だけでなく、避難所での感染症対策にかかわるさまざまな活

動に積極的に取り組んだ。また、被災地での活動に合わせて、医療支援物資などをAMDA岡山本部から陸路で

届けるなど、連携の取れた支援体制で、刻々と変化する被災地の状況に合わせた支援活動に取り組んだ。 

衛生的な避難生活を維持するため 
土足厳禁とした輪島中学校内を清掃活動する様子 

救護所で患者を待つだけでなく 
ときには避難所の中を巡回 
 
顔を見て声をかけることで 
体調不良の早期発見や 
孤立を防ぐことにもつながった 
 
避難所の見回りの様子 

避難所の保健室に開設した 
輪島中学校内救護所診療の様子 
ピーク時には1日60人以上が診察に訪れた 
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季節柄、新型コロナウ゗ルス感染症や゗ンフル
エンザなどの感染症患者が増えたことから 
感染症専用の部屋での診療の様子 

約1カ月にわたる避難所での支援活動の中で、避難所の状況も変化していった。 

季節柄、感染症患者が増加傾向にあったため、専用部屋を設けるなどの対応をとった。 

また長引く避難生活を余儀なくされる方々の健康を守るため、体操の時間を設けるなどの取り組みも行った。 

感染性胃腸炎患者の診察の様子 
強い感染力のある感染性胃腸炎患者のために 
隔離室をもうけて 
診療にあたるスタッフも感染対策を行い 
避難所内で感染が拡大しないよう対応した 

避難所での生活が長引くことで、 
運動不足からエコノミークラス症候群などの 
リスクが高まるため 
AMDAの体操を実施 
輪になって体操をおこなうことで、自然と笑顔があふれた 

ピーク時には 
542人が避難生活を送っていた 
輪島中学校避難所体育館内の様子 

活動の記録 ～写真で振り返るAMDA令和6年能登半島地震被災者緊急支援活動～ 
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活動の記録 ～写真で振り返るAMDA令和6年能登半島地震復興支援活動・豪雨被災者緊急支援活動～ 

スポーツを通じた心の交流が実現！ 
IPU・環太平洋大学サッカー部と 
輪島中学校サッカー部のサッカー交流 

震災から約半年のタ゗ミングで、岡山のIPU・環太平洋大学のサッカー部の協力のもと、AMDAが緊急支援活動

を行った輪島中学校で「復興支援活動」として清掃ボランテゖゕと被災地の子どもたちとの交流を行った。 

新学期のスタートに向けて 
IPU・環太平洋大学サッカー部有志による 
輪島中学校での清掃活動 

震災から8カ月が過ぎた9/21～9/22。石川県能登地方で発生した線状降水帯の影響により、河川の氾濫など甚

大な被害が発生。AMDAは再び被災地での支援活動を実施した。 

発災当時の被災地の輪島の様子 
地震の爪痕が残る被災地で 
土砂と山から流れてきた木で埋もれた河川 

重なる災害に心身共に疲弊していた被災者の方々のために実施した 
鍼灸支援活動の様子 
自宅の片づけなどで悪化した痛みが和らいでいる様子が見られた 

ねぶた温泉へ物資提供 



第一部： 
AMDA令和6年能登半島地震被災者緊急支援活動 
1.活動概要 

活動概要 

1月1日 午後4時10分ごろ 

活動のタ゗ムラ゗ンと活動地、活動内容の推移 

• 1/1 

• 2/15～2/17 

• 1/2～1/7

• 1/8～2/3

緊急支援活動内容の詳細 
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第一部：AMDA令和6年能登半島地震被災者緊急支援活動 1.活動概要 

1月3日 

1月2日 

七尾市：公立能登総合病院 
（能登医療圏活動拠点本部） 

石川県庁（保健医療福祉調整本部） 

輪島市：市立輪島病院 
（輪島医療活動拠点本部） 

避難所：輪島中学校 

1月4日 

1月5日 

1月6日 

1月7日 

1月8日 
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第一部：AMDA令和6年能登半島地震被災者緊急支援活動 1.活動概要 

1月10日 

1月9日 

1月11日 

1月12日～16日 

1月17日 

1月19日 

1月20日 

1月22日 

1月23日 

-9- 



第一部：AMDA令和6年能登半島地震被災者緊急支援活動 1.活動概要 

1月26日 

1月24日 

1月28日 

1月29日 

1月30日 

2月5日 

2月1日 

2月3日 
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第一部：AMDA令和6年能登半島地震被災者緊急支援活動 1.活動概要 

2月15日～17日 

時系列でみるAMDAからの派遣 

派遣日 派遣チーム種類 

1月2日 AMDA第1次派遣チーム 

1月4日 諏訪中央病院第1陣医療チーム 

1月6日 AMDA第2次派遣チーム 

1月8日 AMDA第3次派遣チーム 

1月9日 AMDA第4次派遣チーム 

1月13日 諏訪中央病院第2陣医療チーム 

1月15日 AMDA第5次派遣チーム 

1月17日 AMDA第6次派遣チーム 

1月18日 AMDA第7次派遣チーム 

1月21日 諏訪中央病院第3陣医療チーム 

1月22日 AMDA第8次派遣チーム 

1月24日 諏訪中央病院第4陣医療チーム 

1月28日 諏訪中央病院第5陣医療チーム 

2月1日 諏訪中央病院より医師1人派遣 

2月15日 AMDA本部より調整員2人派遣 

AMDAからの派遣者数 
のべ50人（2/17まで） 
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第一部： 
AMDA令和6年能登半島地震被災者緊急支援活動 
2.活動に対してのメッセージ 
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(注)メッセージは原文のまま掲載しております。 
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(注)メッセージは原文のまま掲載しております。 

第一部：AMDA令和6年能登半島地震被災者緊急支援活動 2.活動に対してのメッセージ 



第一部：AMDA令和6年能登半島地震被災者緊急支援活動 2.活動に対してのメッセージ 

(注)メッセージは原文のまま掲載しております。 
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第一部：AMDA令和6年能登半島地震被災者緊急支援活動 2.活動に対してのメッセージ 

(注)メッセージは原文のまま掲載しております。 

-15- 



第一部： 
AMDA令和6年能登半島地震被災者緊急支援活動 
3.輪島からのメッセージ 

能登半島地震発生直後の学校状況 

避難所となった学校 

避難所での職員との再会 

避難所運営への支援 

(注)メッセージは原文のまま掲載しております。 

-16- 



第一部：AMDA令和6年能登半島地震被災者緊急支援活動 3.輪島からのメッセージ 

「集いの場」で耳にする生徒の不安 

困難を極めた生徒の状況確認 

AMDAとの協働による感染対応 

見えない学校再開への不安 

(注)メッセージは原文のまま掲載しております。 
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第一部：AMDA令和6年能登半島地震被災者緊急支援活動 3.輪島からのメッセージ 

集団避難の開始に向けて 

白山市における学びの準備 

友との涙の再開 

(注)メッセージは原文のまま掲載しております。 
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第一部：AMDA令和6年能登半島地震被災者緊急支援活動 3.輪島からのメッセージ 

(注)メッセージは原文のまま掲載しております。 
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第一部：AMDA令和6年能登半島地震被災者緊急支援活動 3.輪島からのメッセージ 
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(注)メッセージは原文のまま掲載しております。 



第一部：AMDA令和6年能登半島地震被災者緊急支援活動 3.輪島からのメッセージ 

(注)メッセージは原文のまま掲載しております。 
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第二部： 
AMDA令和6年能登半島地震復興支援活動 
1.活動概要 

活動概要 

活動のタ゗ムラ゗ンと活動地、活動内容の推移 

• 4/24～4/26

• 7/9～7/11

• 8/5～8/7

活動の詳細 

4月24日～26日 
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第二部：AMDA令和6年能登半島地震復興支援活動 1.活動概要 

8月5日～7日 

7月9日～11日 
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第二部： 
AMDA令和6年能登半島地震復興支援活動 
2.活動に対してのメッセージ 

2024年9月4日  
IPU・ 環太平洋大学にて行った活動報告会の様子 

(注)メッセージは原文のまま掲載しております。 
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• 9/21～9/22 

• 9/23 

• 9/24～9/26 

• 9/27 

• 9/28～10/1 

9月21日 ～22日 

9月23日 

第三部： 
AMDA令和6年能登豪雨被災者緊急支援活動 
1.活動概要 

活動概要 

活動のタ゗ムラ゗ンと活動地、活動内容の推移 

活動の詳細 
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第三部：AMDA令和6年能登豪雨被災者緊急支援活動 1.活動概要 

9月24日～26日 

9月27日 

9月28日～10月1日 
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2024年9月能登豪雨被災者緊急支援活動での活動報告 

(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部： 
各活動へのメッセージ 
1. 支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ 

【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 

(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

輪島市へのメッセージ 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

合同会議の後、他のNPOチームと情報交換 電源車が到着し、掃除に燃える！？ 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 

-39- 



(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 

-41- 

 

 

 

活動内容 

2024/1/17 

# TMAT（ふれあい健康センター）、ジャパンハート（輪

島高校）との連携確認 

# 北川啓介教授へダンボールハウス運用相談（たたき台の

作成） 

 

2024/1/18 

# WOTA設置場所調整 

# 全天候型広場への迂回ゕクセス経路の評価・確認（正面

出入り口使用中止の可能性） 

# ペット同伴避難者の所在状況確認 

# ふれあい健康センター（福祉避難所：COVID・認知症対

応）・輪島高校（子供支援（NPO法人KATARiBA）・

ペット避難・看護師主体の運営）への見学 

 

2024/1/19 

# 避難所入退出の管理を依然として市民が実施→改善方向

へ 

# 大阪府リエゾン対応（危機管理室災害対策課・課長補佐

3名）：要配慮者への生活支援について入浴に限らない

ことを説明（排泄・食事など） 

# 全天候型運動場へのコルクマット設置開始（ブルーシー

ト側より順次・追加避難者受け入れに向けた準備・ペッ

ト同伴者避難区域の設定） 

# ペット同伴避難者家族との関係性づくりの開始 

 

2024/1/20 

# 子どもの遊び場・勉強の場作りについて協議（輪島市社

協児童福祉課マツダ氏） 

# 徳島県保健師チームへの状況報告 

# 支援物資備蓄の確認＠文化会館 下着220枚搬入



# 輪島市総務部ナカマエ部長（当避難所職員の上司）に要

配慮者について報告をかねてご挨拶＠市役所2階DMAT

事務局前 

# 18：00全天候型広場壁面崩落の可能性が判明→10m避難

者を移動・すべての引っ越し計画を中止し当該者へ説明 

# メ゗ン階段・ゕリーナ側階段の使用を全面禁止（除く緊

急時） 

# 避難所会議にて避難者の新規受け入れ中止を決定 

# 避難所縮小のため要配慮者をリストゕップ（本人9名家

族12名）し福祉避難所への搬送依頼の準備→内々に調整

DMATへ連絡し下準備 

2024/1/21 

# 7:00DMAT調整班が状況確認・避難所状況の説明→福祉

避難所への搬送依頼（正式）→6名を搬送 3名は1/22

自家用車で移動予定 

# 壁面落下の可能性があり、全天候型運動場避難者へ留ま

ることのリスク程度の説明・場所変更の意向を確認 

# 福祉避難所ウミーデュソラ見学 オレンジクリニックに

より医師1名常駐 35名程度受け入れ 介護職多数勤務 

 

2024/1/22 

# 調整会議にて当避難所の状況説明・避難者の退避処置は

していない、全壊リスクはない・AMDA1/31医師終了予

定をDMATへお伝えした 

 

 

2024/1/23 

# キッズスペース（3階被服室）運用開始 

# DC-CAT代表山岸暁美氏と団体設立意義・DMAT展開地

域の避難所状況・病院・社会福祉法人運営状況の共有 

 

活動終了日2024年01月24日 朝の校内放送 

 

 「今日は雪景色です。 

  私たち北陸人の強みは、辛抱強く忍耐強いことです 

  雪のあとに咲く、市の花、 

  雪割草の咲く春を心待ちにして 

  一日一日を前向きに暮らしていきましょう。 

  AMDAの皆さん、大阪府の皆さん、 

  足元にお気をつけください。」 

 

この経験を地元でも活かし、今後の活動に役立てなければ

ならないと感じています。AMDA支援者の方々、AMDA事

務局の方々に感謝いたします。

(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

場所：

内容：

印象に残った被災者の方： 

85歳女性：

65歳男性：

感じたこと・考えたこと： 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 















第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

活動時期：

活動内容：

① 要配慮者のPick Up：

② 段ボールハウスの医学的メリットについてゕナウンス：

③ 避難所支援食材の改善：

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多職種協働： 

初の医療支援： 

今後の目標： 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 

-59- 



(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 

第四部： 
各活動へのメッセージ 
1. 支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ 

【地震復興支援活動に参加してくださった方からのメッセージ】 
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第四部：各活動へのメッセージ【地震復興支援活動に参加してくださった方からのメッセージ】 

(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震復興支援活動に参加してくださった方からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震復興支援活動に参加してくださった方からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震復興支援活動に参加してくださった方からのメッセージ】 

-64- 



(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ【地震被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)所属・肩書は派遣当時のもの・メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部： 
各活動へのメッセージ 
1. 支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ 

【豪雨被災者緊急支援活動に参加してくださった派遣者からのメッセージ】 
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(注)メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部： 
各活動へのメッセージ 
2.緊急支援活動を支えてくださった団体からのメッセージ 
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(注)メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ 2.緊急支援活動を支えてくださった団体からのメッセージ 

-68- 



(注)メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ 2.緊急支援活動を支えてくださった団体からのメッセージ 
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(注)メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ 2.緊急支援活動を支えてくださった団体からのメッセージ 

(左)お店で募金を呼びかける組合員 
(右） 緊急支援活動に出発するAMDAさんのお見送り 
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(注)メッセージは原文のまま掲載しております。 

第四部：各活動へのメッセージ 2.緊急支援活動を支えてくださった団体からのメッセージ 
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徳島県 高知県 

死者18,000人（津波による死者 13,000人） 
建物の被害：119,000棟 

死者30,000人（津波による死者 19,000人） 
建物の被害：223,000棟 

第五部： 
南海トラフ・津波に備えて 
AMDA南海トラフ災害対応プラットフォーム最新概要 

1. 南海トラフ地震被害想定と徳島県・高知県支援 

南海トラフ巨大地震による被害想定 全国版 被害状況（予想）令和元年6月発表 

都道府県 死者 建物全壊 

東京都 1,100人 1,900棟 

静岡県 88,000人 260,000棟 

大阪府 3,600人 314,000棟 

兵庫県 3,100人 45,000棟 

和歌山県 53,000人 171,000棟 

岡山県 900人 29,000棟 

宮崎県 25,000人 75,000棟 

＊テータ引用：内閣府発表(https://www.soumu.go.jp/main_content/000858690.pdf) 

地元医師会は膨大な遺体の検視に忙殺され、圧倒的に医療スタッフの不足が予測される 

医療支援の必要性が増す  

徳島県・高知県を支援 
日本の大部分がこのように被災する中で、どこまで日本政府が機能するのか不透明であり、国内お
よび海外からの支援が大都市に集中する可能性がある。加えて四国は島であるため、ゕクセスが難
しく支援が十分に行き届かず孤立する可能性が高いと考える。そこでAMDAは、徳島県・高知県の
8か所を支援することを決定した。 
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 AMDA緊急支援活動は、災害が発生してから被災地域に向かう準備を行ない、現地の災害対策医

療本部で登録を済ませてから被害状況等の情報収集をAMDA本部と共有して活動場所を検討してま

いりましたが、南海トラフ地震の場合は、事前に被害地域や被害想定などが発表されています。 

 想定されている南海トラフ地震を止めることは出来ませんが、AMDAが出来る事は支援が届きに

くい四国の徳島県と高知県への支援体制を事前に準備して、避難所で活動が行える医療チームと被

災地域のマッチングを行い、活動がスムーズに行えるようにする事だと考えています。AMDA南海

トラフ災害対応プラットフォームとして、2015年より多くの自治体や医療機関、団体、企業の方々

と連携を継続しております。 

 以下に南海トラフ地震被害の想定から四国への支援を決定した経緯、被災地での状況や避難所で

の症状、医療チームの概要を記載しています。 

被害状況（予想）令和元年6月発表 



3. 避難所で想定される医療分類 

① 外傷、低体温 

② 上気道感染症、胃腸疾患、精神疾患（不眠、神経症）、非衛生症候群（皮膚）、廃用症候群、

運動器疾患 

③ 集団感染症、゗ンフルエンザ、COVID-19、ノロウ゗ルス、ムンプス等ウ゗ルス感染 

④ 生活習慣病 

⑤ 巡回診療 

⑥ その他（エコノミー症候群） 

2.予測される被災地の状況 

※記してある事柄が、状況によって、突然変更になる可能性も大いにあり得ることをあらかじめご了承ください。 

第五部：南海トラフ・津波に備えて AMDA南海トラフ災害対応プラットフォーム最新概要 

① ゕクセス困難：明石海峡大橋不通、瀬戸大橋不通、しまなみ海道不通、四国山脈山崩れによる

道路不通 

② 死傷者数＞医療スタッフ数：圧倒的な不足 

③ 地元医師会の疲弊：膨大な数の遺体の検視 

④ 被災地が広域：ゕクセス、大都市被災などの要因による応援医療スタッフ確保が困難 

⑤ 医薬品・医療物資の不足：全国的な物流停止 

⑥ 冬の災害発生：低体温による死亡者の増加 

⑦ 海外からの医療チーム・支援団体：殺到、混乱 

⑧ 原発事故の可能性：浜岡（静岡）、伊方（愛媛） 

⑨ その他：上下水道の停止（衛生管理） 

4. AMDA派遣医療チームの概要 

① 派遣期間：1週間（6泊7日） 

② 派道場所：徳島県（阿南市、阿波市・美馬市、牟岐町、美波町、海陽町）、高知県（高知市、

須崎市、黒瀬町） 

③ 募集職種：医師、看護師、薬剤師、介護福祉士、鍼灸師、理学療法士、臨床検査技師ほか 

④ 予定医療チーム撤収日：災害発生から8週間後 

⑤ 最大投入人数：1避難所につき、最大20名のAMDA派遣者（調整員を含む）を想定 

⑥ 対応避難所数：8避難所 

避難所生活に起因 
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高知県で毎年開催されている自治体とAMDAの連絡協議会 



5．協力協定先自治体一覧  

第五部：南海トラフ・津波に備えて AMDA南海トラフ災害対応プラットフォーム最新概要 

  黄色枠の自治体に医療チームを派遣する予定で進めている。 

6.これまでの主な活動 

 四国の自治体と支援を予定されている医療機関を事前にマッチングを行い、事前交流や四国で開

催される防災訓練、自衛隊が開催する南海レスキュー等への参加を通じて交流を重ねています。 

 これまでは、単体での交流でしたが新たに医療機関同士での交流の場として、協力医療機関ミー

テゖングを定期的に開催し、横の繋がりを更に交流を広げて行けるように進めています。 

 今後については、地域の方々や企業等も含めた全体での交流も行えるようにして行きたいと思っ

ています。 
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徳島県阿南市での防災訓練に参加 第2回協力医療機関ミーテゖング 第1回協力医療機関ミーテゖング 



7.南海トラフ及び大規模災害に向けた協定一覧 

第五部：南海トラフ・津波に備えて AMDA南海トラフ災害対応プラットフォーム最新概要 

締結日 組織名 

自
治
体(

19

） 

2013.09.10 総社市、公立大学法人岡山県立大学(世界の命を救う三者連携協定) 

2014.08.30 丸亀市、総社市(三者協定) 

2014.12.26 高知県 

2015.02.02 高知県高知市 

2015.02.02 高知県須崎市 

2015.02.02 高知県黒潮町 

2015.02.03 徳島県、株式会社阿波銀行(三者協定) 

2015.02.03 徳島県美波町 

2015.04.13 徳島県阿波市(施設使用に関する協定) 

2015.08.12 徳島県美馬市 

2015.10.08 徳島県(国際医療救援活動の支援協定) 

2016.05.31 岡山県備前市 

2016.07.04 岡山県和気町 

2016.12.21 岡山県赤磐市 

2017.05.30 徳島県阿南市 

2017.05.30 徳島県牟岐町 

2017.05.30 徳島県海陽町 

2019.02.12 熊本県益城町 

2021.12.27 兵庫県養父市 

医
療
関
係(

16

） 

2007.12.13 医療法人 和香会 

2007.12.13 医療法人 福嶋医院 

2007.12.17 財団法人 共愛会 

2007.12.17 社会福祉法人 淳風福祉会 

2008.09.01 医療法人社団 仁慈会 

2015.05.22 一般社団法人 徳島県医師会 

2016.05.30 独立行政法人 国立病院機構福山医療センター 

2016.07.05 公益社団法人 岡山県看護協会 

2016.07.06 学校法人 川崎学園 

2016.10.11 社会医療法人 全仁会 倉敷平成病院 

2017.02.01 医療法人創和会 しげい病院 

2017.10.12 公益財団法人 大原記念倉敷中央医療機構 倉敷中央病院 

2018.10.14 
公益社団法人 全日本鍼灸マッサージ師会, 
公益財団法人 国際医療技術財団(三者協定) 

2019.02.01 鮫島病院(佐賀県) 

2019.02.14 組合立諏訪中央病院(長野県) 

2019.12.01 医療法人芳越会（徳島県） 

海
外 

（
3

） 

2015.03.17 Taiwan Root Medical Peace Corps:台湾の医療NGO 

2017.04.24 欧州日本人医師会 

2017.11.02 Raffles Medical International/China 

-75- 



7.南海トラフ及び大規模災害に向けた協定一覧 

第五部：南海トラフ・津波に備えて AMDA南海トラフ災害対応プラットフォーム最新概要 

締結日 組織名 

企
業(

9

） 

2007.10.26 生活協同組合おかやまコープ 

2011.12.16 十字屋グループ 

2015.02.03 徳島県、株式会社阿波銀行(上記有、三者協定) 

2015.03.14 株式会社ザグザグ 

2015.09.12 両備ホールデゖングス株式会社 

2017.05.15 ムネ製薬株式会社 

2017.12.26 有限会社 ゕ゗薬局 

2019.07.28 民間救急サービスはやぶさ 

2021.02.28 ダ゗ヤ工業株式会社 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
団
体
（
18

） 

2008.08.23 特定非営利活動法人 明るい社会づくり運動 

2009.08.07 人類愛善会 

2012.07.27 特定非営利活動法人ＢＥＲＴ 

2015.09.12 牛窓ヨットクラブ 

2015.11.11 全国訪問ボランテゖゕナースの会キャンナス 

2016.03.24 一般社団法人 岡山経済同友会 

2016.05.29 特定非営利活動法人 航空医療研究所 

2016.07.06 吉備学区連合町内会 

2017.07.22 公益社団法人 岡山県鍼灸師会 

2017.09.18 岡山流通情報懇話会、一般社団法人 岡山経済同友会 (三者協定) 

2018.10.14 
公益社団法人 全日本鍼灸マッサージ師会, 
公益財団法人 国際医療技術財団(三者協定) 

2018.12.01 非営利公益法人国際キフ (KIF） 

2019.06.03 
公益社団法人 日本鍼灸師会、 
公益財団法人 国際医療技術財団 (三者協定) 

2019.08.19 公益社団法人 兵庫県柔道整復師会 

2020.03.05 岡山県商工会議所連合会 

2020.07.03 特定非営利活動法人あゆみ 

2020.08.28 公益社団法人 岡山県柔道整復師会 

2021.09.21 日本労働組合総連合会岡山県連合会 

教
育
機
関
（
7

） 

2011.06.17 学校法人 明治東洋医学院 明治国際医療大学  

2013.09.10 総社市、公立大学法人岡山県立大学 (上記有、三者協定) 

2015.06.29 学校法人 就実学園 

2016.07.06 学校法人 川崎学園 (上記有) 

2017.08.25 学校法人 朝日医療大学校 

2019.03.25 学校法人平成医療学園 宝塚医療大学 

2024.06.06 学校法人創志学園 IPU・環太平洋大学 
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支援してくださった団体一覧 

１.主な支援団体名 
（30万円以上ご支援ならびに支援物資をご提供くださった団体*敬称略 五十音順・令和6年9月30日まで） 

自治体 
・岡山県総社市 
・岡山県美咲町 
・高知県黒潮町 

 
薬局関係 
・株式会社 オカ゗・メデゖカル・フゔーマシー 
・ふたば漢方薬局 
 

企業  
・株式会社 廣榮堂 
・株式会社 三栄化成商事 
・株式会社 トマト銀行 
・グンゼ株式会社 ラブゕース倶楽部 
・生活協同組合おかやまコープ 
・妹尾産業有限会社 
・パルシステム生活協同組合連合会 
・両備ホールデゖングス株式会社 
 

・IPU・環太平洋大学 
・岡山市立京山中学校 
・学校法人 みつ朝日学園 朝日塾中等教育学校 
・倉敷市立倉敷南小学校 
・倉敷市立万寿東小学校 
・公立大学法人 岡山県立大学 
・津山市立中正小学校 ＰＴＡ 
  
・AMDA中学高校生会 

医療機関 
・医療法人 髙杉会 高杉こどもクリニック 
・地方独立行政法人 岡山市立総合医療センター 
  

団体  
・一隅を照らす運動総本部地球救援事務局 
・NPO法人 ネットワーク『地球村』 
・NPO法人 ピーク・エ゗ド 
・黒住教 
・公益財団法人 新日本宗教団体連合会 
・宗教法人 薬園山 長泉寺 
・J.S.Foundation 
・日本青年会議所医療部会 
・茅ヶ崎中央ロータリークラブ 
・本門佛立宗 四国布教区 
・Yahoo!基金 

2.募金活動協力学校一覧  (*敬称略 五十音順・令和6年9月30日まで） 

・1m2 stand + store 
・一般財団法人 渋谷長寿健康財団 
・一般社団法人 ポリパンスマ゗ル協会 
・医療法人健心会 鮫島病院 
・医療法人社団 かとう内科並木通り診療所 
・エクセルパック・カバヤ株式会社 
・ＮＰＯ法人 日本多文化交流協会 
・学校法人山口学園 ECC社会貢献・国際交流センター 
・株式会社 ＪＡ岡山 
・株式会社 ビクパソネット 
・株式会社 まつもとコーポレーション 
・くるみダンスフゔクトリー 
・合同会社 共栄堂 
・桜が丘東西さくら祭り実行委員会 
・三徳園友の会 
・ジャパンベサニーミッション ニューラ゗フキリスト教会 
・宗教法人 法光山 妙勝寺 
・大保協商事株式会社 
・ツナガルラ゗ブ in やかげ交流会館 
・津山ブックセンター有限会社 

3.その他寄付いただいた団体一覧  (*敬称略 五十音順・令和6年9月30日まで） 

・天台岡山第四部佛教青年会 
・天台宗 本性院 
・天台宗 岡山教区宗務所 
・日蓮宗 太生山一心寺 
・日本労働組合総連合会 岡山県連合会 
・ＰＣらいふ株式会社 
・Fun-y hair 
・フジックス株式会社 
・Bellissima Japan株式会社 
・ミデゖゕムレゕ プロジェクト 
・宮脇書店 総社店 (有限会社ヒロシゲ文庫) 
・みんなでつくる春の文化祭参加者 
・メモリーお客様御一同 
・山口カレーの会 
・有限会社 のんき 
・有限会社 弥生商店 
・蓮華寺 
・和賀家 

資料 
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時系列でみる活動の動き 

1月1日 

1月2日 

 

1月3日 

1月4日 

 

 

1月5日 

1月6日 

 

1月7日 

 

1月8日 

 

1月9日 

 

1月11日 

1月13日 

1月15日 

1月17日 

 

1月18日 

1月19日 

1月21日 

1月22日 

1月23日 

1月24日 

 

1月26日 

 

1月28日 

 

 

1月29日 

1月30日 

2月1日 

 

2月3日 

 

 

2月5日 

2月15日 

2月16日 

 

4月25日 

7月10日 

 

8月6日 

 

 

9月21日 

9月23日 

9月24日 

9月25日 

9月27日 

9月28日 

9月29日 

9月30日 

10月1日 

午後4時10分石川県能登地方を震源とする最大震度7の地震が発生 

AMDA本部職員を含む2人を第1次派遣チームとして現地に派遣 

石川県保健医療福祉調整会議に参加し情報収集を開始 

能登医療圏活動拠点本部（公立能登総合病院）にて活動登録行う 

高速道路の通行止め、道路の陥没や隆起、その他悪天候や余震の影響によって大規模な渋滞発生 

大規模災害時協力協定を結んでいる長野県の組合立諏訪中央病院 （以降諏訪中央病院）より派遣された第

1陣医療チームと合流 

輪島市役所で行われた保健医療福祉調整本部会議へ参加 

避難所調査を実施 巡回診療・福祉避難所の必要性などの情報収集を行う 

医薬品などを積んだ車両にて、AMDA第2次派遣チームが岡山を出発 

嘔吐下痢やコロナウ゗ルス等の感染症の流行が避難所で確認される 

輪島市立輪島中学校（以降輪島中学校）を拠点にAMDAが医療支援活動を行うことが決定 

輪島中学校での救護所活動を開始 

岡山からAMDA第3次派遣チームを派遣 

避難者数は542人で、輪島中学校での最大避難者数 

AMDA第4次派遣チーム到着 

避難所で段ボールベッド必要者の聞き取り調査実施 

諏訪中央病院からの医療チーム第2陣を派遣 

AMDA第5次派遣チームが岡山と各居住地から出発し合流 

AMDA第6次派遣チームが合流、 

1次避難所の輪島中学校から2次避難所へ移動される方もあり、避難所内の避難者数は少しずつ減少傾向 

AMDA第7次派遣チームが岡山から合流  

高齢の避難者から順に段ボールベッドの設置がすすめられた 

諏訪中央病院から医療チーム第3陣を派遣 

AMDA第8次派遣チームが岡山と各居住地から出発 

避難所内でラジオ体操が行われた後、健康ストレッチを開始 

諏訪中央病院からの医療チーム第4陣を派遣 

救護所への来所者数は20人前後と減少 

災害高血圧症が心配されるため、 

輪島市の協力を得て施設内に血圧計を3台設置 

諏訪中央病院からの第5陣医療チームが合流 

医療・福祉調整本部救護所医療班との話し合いのもと、 

地元医療の一本化に伴いAMDAの救護所活動は2月3日をもって終了決定 

救護所での診察数が10人前後、避難所内の感染者数は6人 

地元医療、保健師を含む福祉関係者への情報共有なども行い、地元の医療、福祉につなぐ取り組みも開始 

発災から1か月、震災の発生した同時刻に全員で黙とう 

諏訪中央病院から医師1人が合流 

地元の医療機関が保険診療を徐々に再開し、加えて輪島中学校 

避難所と輪島病院を結ぶ巡回バスが5日から運行開始になるため 

AMDAの活動は診療以外の支援活動に移行することになった 

輪島中学校で開設していた救護所を閉鎖 

岡山のAMDA本部より調整員2人が石川へ向け出発。白山市を訪問 

石川県内及び輪島中学校を訪問 

 

輪島中学校訪問 

輪島中学校、輪島市教育委員会を訪問、輪島中学校の復興支援として掃除や机の移動などを行うボラン

テゖゕ活動をAMDAで行うことが決定 

AMDAと連携協定を締結しているIPU・環太平洋大学のサッカー部員による輪島中学校内で清掃活動実施 

輪島中学校のサッカー部員とのサッカー交流を行う 

 

線状降水帯による記録的な大雨の影響で奥能登地域に水害が発生 

現地の被害状況と支援の内容を判断するため、AMDA職員2人が岡山より出発 

輪島市医療福祉調整会議に活動登録を行う 

被災者を支える支援者の支援を行うということでAMDAから鍼灸師派遣をし、災害鍼灸を行うことが決定 

AMDA本部より、AMDA災害鍼灸プログラムメンバーである鍼灸師2人が現地へ向かう 

「グループホーム ひなたぼっこ」にて鍼灸施術  

「養護老人ホーム ふるさと能登」にて鍼灸施術  

「地域密着型特別養護老人ホーム 輪島荘」にて鍼灸施術  

「養護老人ホーム ふるさと能登」にて鍼灸施術  能登豪雨被災者緊急支援活動を終了 

地
震
復
興
支
援
活
動 

豪
雨
被
災
者
緊
急
支
援
活
動 

地
震
被
災
者
緊
急
支
援
活
動 

資料 
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職種別派遣者一覧 

合計48名（名前/職種/所属 *敬称略 情報は派遣時のもの） 

医師 *派遣順  

 ・齋藤  穣/医師/諏訪中央病院 

 ・頼藤 貴志/医師 /AMDA緊急救援ネットワーク 

 ・佐藤 拓史/医師/AMDA理事長 

 ・鈴記 好博/医師/AMDA緊急救援ネットワーク 

 ・池田 大岳/医師/諏訪中央病院/国保依田窪病院 

 ・玉井 道裕/医師/諏訪中央病院 

 ・酒井 太郎/医師/AMDA緊急救援ネットワーク 

 ・長谷川 太郎/医師/AMDA緊急救援ネットワーク 

 ・堀田 和子/医師/AMDA緊急救援ネットワーク      

・萩谷 英大/医師/AMDA緊急救援ネットワーク 

・植木 一陽/医師/諏訪中央病院 

・渡辺 慶介/医師/諏訪中央病院 

・安西 兼丈/医師/AMDA緊急救援ネットワーク 

・中村 考志/医師/諏訪中央病院  

・星野 諒/医師/諏訪中央病院 

・胡田 健一郎/医師/諏訪中央病院 

・永田 豊/医師/諏訪中央病院 

・貝塚 真知子/医師/諏訪中央病院            

看護師 *派遣順  

 ・宮澤 英典/看護師/諏訪中央病院 

 ・山村 容加/看護師/AMDA緊急救援ネットワーク 

 ・横谷 勇紀/看護師/AMDA緊急救援ネットワーク 

 ・江森 敦子/看護師/諏訪中央病院 

 ・岡野 亜香/看護師/AMDA緊急救援ネットワーク 

 ・堀内 美由紀/看護師/AMDA緊急救援ネットワーク  

 ・伊藤 さちこ/看護師/諏訪中央病院 

・菅原 久美子/看護師/AMDA緊急救援ネットワーク 

・中山 秀明/看護師/諏訪中央病院 

・東 千織/看護師/AMDA緊急救援ネットワーク 

・藤本 智子/看護師/AMDA緊急救援ネットワーク 

・長谷川 舞/看護師/AMDA緊急救援ネットワーク 

・神徳 備子/看護師/AMDA緊急救援ネットワーク 

 

薬剤師 *派遣順  

 ・谷口 あゆみ/薬剤師/AMDA緊急救援ネットワーク 

 ・西村 亜希子/薬剤師/AMDA緊急救援ネットワーク 

 

作業療法士 

 ・林 耕平/作業療法士/諏訪中央病院 

 

理学療法士 

 ・杉田 勇/理学療法士/諏訪中央病院 

 

調整員 *派遣順 

 ・大西 彰/調整員/AMDA職員/  

  AMDA南海トラフ災害対応プラットフォーム 

  合同対策本部長 

 ・林 篤志/調整員/鍼灸師/  

  AMDA災害鍼灸プログラムメンバー 

 ・松尾 昌/調整員/臨床工学技士/諏訪中央病院 

 ・西村 輝/調整員/AMDA緊急救援ネットワーク 

 ・安森 泰譱/調整員/AMDA緊急救援ネットワーク 

 ・三宅 孝士/調整員/AMDA緊急救援ネットワーク 

・難波 妙/調整員/AMDA副理事長 

・竹原 旺佑/調整員/AMDA緊急救援ネットワーク 

・平野 晃/調整員/柔道整復師/AMDA緊急救援ネットワーク 

・金高 摩耶/調整員/AMDA職員 

・小川 直美/調整員/看護師/AMDA職員 

・榎田 倫道/調整員/看護師/AMDA職員 

・山口 大輔/調整員/鍼灸師/ 

  AMDA災害鍼灸プログラムメンバー 

  

 ・坂手 雅斗/IPU・環太平洋大学サッカー部/コーチ 

 ・井ノ口 彰梧/IPU・環太平洋大学サッカー部/学生 

 ・宇田 尚立/IPU・環太平洋大学サッカー部/学生 

 ・内山 陽太/IPU・環太平洋大学サッカー部/学生 

 ・江上 竜汰/IPU・環太平洋大学サッカー部/学生 

 ・大江 凌駕/IPU・環太平洋大学サッカー部/学生 

 ・杉森 心相/IPU・環太平洋大学サッカー部/学生 

 ・塚越 柊太/IPU・環太平洋大学サッカー部/学生 

 ・綱島 基起/IPU・環太平洋大学サッカー部/学生 

 ・富山 慈温/IPU・環太平洋大学サッカー部/学生 

・友成 翼/IPU・環太平洋大学サッカー部/学生 

・中村 勇太/IPU・環太平洋大学サッカー部/学生 

・橋本 翔人/IPU・環太平洋大学サッカー部/学生 

・平野 剛輝/IPU・環太平洋大学サッカー部/学生 

・松瀬 大河/IPU・環太平洋大学サッカー部/学生 

・松村 直紀/IPU・環太平洋大学サッカー部/学生 

・松本 風馬/IPU・環太平洋大学サッカー部/学生 

・森江 颯斗/IPU・環太平洋大学サッカー部/学生 

・森口 修都/IPU・環太平洋大学サッカー部/学生 

・若尾 以心/IPU・環太平洋大学サッカー部/学生 

能登半島地震復興支援活動参加者一覧 合計20名（名前/所属 *敬称略 情報は派遣時のもの） 
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